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セツの家系・家族を引き受けたハーン

西川盛雄11/22/2018

学術資料調査研究推進室

[1］はじめに

明治維新：身分制度(士農工商)の崩壊一士族の没落

大政奉還(K3)王制復古(K3)五箇条の誓文(Ml)江戸城明け渡し(Ml)

藩籍奉還(M2)廃藩置県(M4)明治改元(Ml,9月）華族・士族・平民

松江：（松江）千烏城

セツ：慶応4年（1868）2月4日誕生（節分の日に生まれる？）
いなば

父親小泉弥右衛門湊8代目弥右衛門元因幡の侍から出発

母親チエ家老・塩見増右衛門の一人娘器量良し14歳で小泉家に嫁ぐ

M8年に家禄奉還）

[2］小泉家

烏羽伏見の戦（1868）－幕府軍敗北官軍勝利筆頭家老（大橋茂右衛門）切腹

小泉弥右衛門（5代）－小泉弥右衛門真種（6代）

（本居宣長の弟子、セツの曽祖父）

小泉弥右衛門岩苔（7代）乙部家からの婿養子

小泉弥右衛門塗（8代）セツの父

塩見小兵衛（5代、家老）－塩見増右衛門（6代、家老）－塩見小兵衛（7代、中老）

母チエは第7代塩見小兵衛の妹でお姫様

{3］稲垣家

誕生七日目の「お七夜」の次の日稲垣家へ養女（稲垣金十郎・トミ夫妻24歳）

万右衛門保仙（戸主）・100石並士の家柄菩提寺は万寿寺

藩主松平定安の藩籍奉還一士分の侍の家禄の激減一律32石となる

小泉湊は300石一>32石大橋家（筆頭家老）は4130石一>32石

セツはヴァレット（松江のフランス軍事顧問）から虫眼鏡をもらった

[4］高浜家（セツの物語好き）

セツの養母のトミはキ築の高浜家の養女

高浜家は出雲大社の社家で代々高級神官セツはトミから話を聞く

[5］塩見家一セツの実母（チエ）の実家・・・現在の武家屋敷・塩見縄手

セツの母方の祖父塩見増右衛門

松平斉貴（なりたけ）＜出雲松平家9代>の諌死事件






